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ＮＰＯ法人丹南市民自治研究センター　地域政策研究所主任研究員

自治研ふくい編集部・編

自治研ふくい編集部・編

会　長　岸田　清 さん

橋本　達昌 さん

子ども子育て新システム

坂井市・あわら市・越前市・勝山市

「はじめよう自治研」

チェルノブイリ原発視察報告
視察座談会

巻頭インタビュー「自治の顔」

夢は世界文化遺産
　「一乗谷朝倉氏遺跡」

職場探訪 

福井県畜産試験場

特集

福井県福祉自治研（2012.7.国際交流会館）

いま、わたしたちにできること・・・・・

　東日本大震災から約１年半が経過しましたが、復興が進むとはいえ、瓦礫や廃棄物処分の問題

で進捗が遅れている状況です。また、被災県の風評問題により、現地産の農産物や特産品に未だ

に偏見が少なからず残っています。

　この問題は、福井県にとっても決して他人事ではなく、いつ、大震災に見舞われ、原発立地県

として同様な被害を受けたとき「何をすべきか？」「何ができるのか？」を考える必要があるので

はないでしょうか。

　今回、被災地でのボランティア活動や各復興支援活動に携われなかった方々には、当時の状況

を直接に知る機会がないことを思い、被災当時の現地状況や自治労の復興支援活動状況、また、

自治体職員の取り組みを紹介させていただきます。

　そして、東北被災県の復興状況・歴史文化紹介・観光案内・農産物・特産品の販売・斡旋、紹

介活動を通じ、東北の仲間にわたしたちからの精一杯の応援の心をこめて、元気と活力を取り戻

すことに役に立てればと思い、企画しました。

　皆様のご協力、よろしくお願いします。

東日本大震災　復興支援アピール東日本大震災　復興支援アピール

「東北観光物産展の開催」

主　催：自治労福井市職員労働組合

協　賛：自治労福井県本部　　福井県地方自治研究センター

日　時：１０月６日（土）～ ８日（月・体育の日）

時　間：１０：００～１６：００

場 所：「大和田げんき祭り」開催場所一部に紹介・物産ブース設置

東北の仲間へ

応援の心をこめて

“福井のげんき”を届けよう!
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自治研の 新企画
福祉自治研集会

1 2011.12  自治研ふくい

2

14

24

巻頭インタビュー

特集

「自治の顔」 第12回

朝倉氏遺跡は日本で五本の指に入る歴史的遺産

夢は世界文化遺産「一乗谷朝倉氏遺跡」 岸田　清 さん

自治研ふくい編集部・編

16自治研ふくい編集部・編

福井の原発 実態と課題

大和田日記

議員座談会チェルノブイリ原発視察報告

12自治研ふくい編集部・編

報告

報告

報告

子ども・子育て支援政策は
どう変わるのか？

自治研の窓　各地からのミニ・レポート

22自治研ふくい編集部・編インタビュー 職場探訪　福井県畜産試験場

巻末 自治研ふくい編集部

contents  title name page

6自治研ふくい編集部・編

一乗谷朝倉氏遺跡保存協会
会長

　自治労福井県本部社会福祉評議会は、２０１１年１１月に設立され、「福祉事務所・施
設部会」「保育部会」の二部会で構成されている。今回、｢福祉事務所・施設部会｣による
初めての集会が開催された。
　この集会は県自治研センターと共催で「福祉自治研集会」として企画され、一部は市民
参加も募っての公開セミナー、「地域の子どもは地域で育てる」。二部は自治労組合員を
対象とした分科会「富士宮市の地域包括センターの取り組み」と「岩手県社会福祉事業
団の自立へ向けての取り組み」として取り組まれた。
　集会は市民も含め１００名が参加し、多様な福祉の現状と課題、全国での先進的な取
り組みを学んだ。
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大和田
日記

242012.8  自治研ふくい

自治研センターの会員を募集しています。ぜひ積極的な加入をお願いします。

個人会員　1年間 2,000円　　団体会員　1口 5,000円

●活動内容と会員サービス
１．当自治研センターが主催する各種講演会、学習会について会員の皆さんにご案内を差し上げます。
２．会員が集会や講演会をされる場合、講師のご紹介や会場の斡旋を行います。
３．住民本位の地域政策を策定していくため、課題別の研究会を設け、活動を進めます。
４．当センターの活動経過や各種情報、研究成果等を掲載する「自治研ふくい」を発刊し、会員にはご自
　宅へ無料で送付します。

【申込先】 〒910-0802 福井市大和田町38－30－3
 自治労福井県本部内 TEL(0776)57－5800　FAX(0776)57－0690
  E-mail：f-jichiken@ubcnet.or.jp

福井県地方自治研究センター会員募集
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「
自
治
研
ふ
く
い
」
の
発
行
回
数
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。
２
月
の
総
会
で
そ
ん
な
叱
咤
激
励
の
声
を
い
た
だ

き
、
今
年
度
は
一
回
で
も
多
く
発
行
し
た
い
と
努
力
中
で
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
福
島
原
発
か
ら
一
年
半
が
過
ぎ
、
国
会
や
政
府
の
事
故
調
査
報
告
書
も
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
肝

心
の
部
分
で
あ
る
「
ど
の
よ
う
な
経
過
と
実
態
の
中
で
、
あ
の
よ
う
な
事
故
に
至
っ
た
の
か
」
そ
の
点
に
つ
い
て
は
今

も
闇
の
中
、
殆
ど
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
復
興
へ
の
対
策
も
人
々
の
暮
ら
し
再
建
も
遅
々
と
し
た
歩
み
で
す
。

　
そ
れ
で
も
、
県
内
の
大
飯
原
発
は
再
稼
動
さ
れ
ま
し
た
。
安
全
が
確
認
さ
れ
た
と
首
相
も
知
事
も
町
長
も
言
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
言
葉
に
絶
対
の
自
信
と
責
任
を
持
っ
て
の
発
言
な
の
で
し
ょ
う
か
?

　
今
号
に
は
、
私
た
ち
の
仲
間
で
あ
る
三
名
の
議
員
に
よ
る
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
視
察
」
の
座
談
会
を
企
画
し
ま
し

た
。
26
年
前
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
か
ら
日
本
の
政
府
や
原
発
関
係
者
は
何
を
学
ん
で
い
た
の
か
。

　
三
名
の
話
で
は
何
も
学
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
感
じ
が
強
く
伝
わ
り
ま
し
た
。
今
か
ら
で
も
日
本

人
全
体
が
学
ぶ
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
県
内
の
自
治
研
活
動
も
少
し
ず
つ
動
い
て
い
ま
す
。
７
月
の
「
は
じ
め
よ
う
自
治
研
」
で
は
幾
つ
か
の
レ
ポ
ー
ト

が
報
告
さ
れ
、
10
月
の
神
戸
で
の
全
国
自
治
研
集
会
に
も
県
内
か
ら
多
く
の
レ
ポ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
皆
さ

ん
、
全
国
の
先
進
事
例
を
学
び
に
神
戸
へ
行
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
学
ぶ
べ
き
こ
と
」に
、
私
た
ち
は
も
っ
と
も
っ
と
前
向
き
に
取
り
組
み
た
い
も
の
で
す
。　
　
　
編
集
担
当
　（
藤
）

◎
投
稿
募
集
！

　
「
自
治
研
ふ
く
い
」
で
は
、
皆
様
か
ら
の
投
稿
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
自
治
体
の
動
き
や
町
の
活
動
、
職
場
で
の
話
題
な
ど
、
事
務
局
ま
で
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

会費振込先　

　　　　　　　北陸労働金庫　　福井支店　　普通
　　　　　　　　　　　口座番号　　２０７１３３１
　　　　　　　　　　　口座名　　　県地方自治研究センター会計

【事務局】　910－0802　　福井市大和田町38－30－3
　　　　　　　　　　　　　　　　自治労福井県本部気付
　　　　　　　　　　　　　　　　「福井県地方自治研究センター」

　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：0776－57－5800 
　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：f-jichiken＠ubcnet.or.jp

福井県地方自治研究センター　　御中
　　FAX　0776－57－0690
E-mail：f-jichiken＠ubcnet.or.jp

県自治研センター会員申込書

申込日　20　　　年　　　　月　　　日

団体名

（個人名）　　　　　　　　　　　　　　　　　申込者名　　　　　　　

　　　　〒

住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

TEL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX　　　　　　

加入年月日　　　２０　　　　　年　　　　　　月　　　　　日

年会費　

　　　　　　　　（　　　）個人会員　　　１口　　２,０００円

　　　　　　　　（　　　）団体会員　　　１口　　５,０００円
　　　　　　　　　　　　※どちらかに、〇でご記入してください。

※枠内の項目は、必ずご記入ください。
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